
NPOかねやま電雪 7年半の歩み

団塊世代の「古希の乱？」

2026/2/28 NPOかねやま電雪報告会



NPO活動 機関紙 補助事業など 雪室関連
ソーラーシェアリング

関連
小水力関連 学習会など 地域活動

2018年
6月　発起人会

8月　設立総会
NPO発足助成（町）

3～7月　試験雪室

11月　雪室改修工事

12月　雪室運用

2019年

6月　Phytoncide披露

　　自然に親しむ会

9月　自然に親しむ会

1号
11月　上越市の雪だるま

財団視察調査（県）

7月　ソーラーシェア

リング売電開始
11月　イワナ養殖場の用水路水量調査

5月　利雪について学習会

（横山名誉教授）

2020年
2月　新年会

9月　芋煮会

2号

3号

11月「水資源活用実験企

画」はコロナで予行演習

＋記録（県）

10月～下向堰と入有屋堰の水量調査
10月　水資源学習講演会

（ISEP浦井さん）

2021年

4号

5号

地主の小沼厚さん腰痛

で耕作困難⇨以後応援

団で耕作へ

11月　小水力発電の学習会と金山川現

地調査

11月　小水力発電の学習会

と金山川現地調査

2022年

6号

7号

5月　第1回里山便 10月　大蔵村の小水力発電書見学

12月　第1回「金山町のセロ

カーボンを考える会」の学

習会（三浦教授）

2023年

5月　自然に親しむ会

10月　自然に親しむ

会

8号

9号

3月　第2回里山便
11月　土内川の小水力発電計画見学

11月　第2回　「考える会」

の学習会（赤川健一さん）

10月　金中での総合学習

10月　産業まつり」参加

12月～「ゼロカーボン町民会議」参加

2024年

6月　自然に親しむ会

9月　自然に親しむ会

12月　忘年会

10号

11号

10月　エコカップやまや

がで里山便発表（優秀

賞）

3月　第3回里山便
10月～かねやま小水力発電推進協議会

11月　仙北市小野草発電所見学

11月　金中での総合学習

10月「産業まつり」参加

2025年
6月　自然に親しむ会

9月　自然に親しむ会

12号

13号

大清水川水量調査（県） 4月　第4回里山便 7月～大清水川水量調査実施
1月　第3回「考える会」の

現地見学会（庄司製材所）

6月　金中での総合学習

8月～金中でマイクロ水力実習

10月　産業まつり」参加

10月～「まちおこし塾」参加

NPOかねやま電雪　8年の軌跡　（参照HP：http://www.kaneyamadensetu.kirakirahatuden.com/index.html）

NPOかねやま電雪8年の活動概要



二階は昭和の部屋へ
展示や団らん・会食に活用（カラオケも可）



本格的雪室の事例 七ヶ宿町の雪室（2014年～1億3000万円）
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断熱材5㎝4枚20㎝厚で天井・側面を覆う。床面は、木質

チップを敷き詰めた。目標は貯雪「お盆」までだったが、

7月が限界であった。

12月～約半年は、低恒温高湿度倉庫として利用可能であ

ることが確認できた。根菜やリンゴの鮮度を保ちながら

糖度が上がることも確認できた。
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なお、雪１トンの冷熱エネルギー
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雪室熟成
（12～5月）

注文

梱包

発送

到着

食卓

2階昭和の部屋で、収穫祭

寄付



2024年10月19日
ビッグウイングで開催された
「エコカップやまがた」で、
「雪室とソーラーシェアリン
グを利用した『里山便』活
動」を発表しました。

「エコカップやまがた賞」
と記念品をいただきました。



母屋改修型雪室実験の教訓と課題

① 雪がある限り、外気温が上昇しても、低恒温が保て
ることは判明した。一方寒冷地では氷点下の低温（真冬
日の冷えすぎ）対策も必要である。
⇨ 野菜ボックスの中に、水と氷を保持することで改善。

野菜ボックスに保温庫的役割を持たせる。

② 雪室底面（床面）の断熱・断気が不十分なため、雪
の融解が早まった。
⇨ 効率を上げるためには、四面の完璧な断熱と断気が
求められる。（要コスト）

③ 元来木造の梁や柱であり、湿気や水分への耐久性に限界がある。
⇨ 長期的には、解体が必要。（10年？）
⇨ 耐久性を上げるには、防湿工事が必要になる。（要コスト）

④ 雪は気候依存であり、今後予想される暖冬や異常気象には対応できない。
（実際、６年前の暖冬では、上越市でも雪室に雪が入れられなかった）
⇨ オールシーズン型の低温高湿度倉庫を想定すれば、システム転換が求められる。

氷
水

新潟や山形で設置されている雪室は、体育館、講堂、倉庫など大型の建造物を断熱
防水加工したもので、費用も発生する。かねやま電雪の
雪室はそのコストを抑えることも課題であった。
（天井と壁は5cm発泡スチレン4枚、床下はチップ＋小沼理事長の技術力）



提案１：家庭でできる簡易ミニ氷室
（大型発泡スチロールボックスの利用）

提案２：「蔵」の雪室化
（古典的断熱＋低コスト断熱化 だたし要防湿対策）

大型発泡スチロールボックスの
中に、雪（or氷）を入れた容器
と水を入れた容器を共存させ、
それを毎日１回確認し必要なら
雪（or氷）を補充交換する。
⇒ボックス内は、0～５度、湿度
100％に維持され、野菜の鮮度保
持、じゃが芋や大根やリンゴの
糖度↑が期待できる。

水

雪／氷

雪／氷

蔵は夏は涼しく冬は暖かい、堅
牢な土壁と小さな窓という断熱
構造物で優良な保存庫であった。
⇒これに、内面防水加工と若干
の断熱補充改修を施せば、効果
的な雪室や氷室としての再利用
の可能性がある。
（もし、取り壊し予定の蔵があ
れば、再検討を！）
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太陽光パネル 

空調ファン 壁面断熱材 

パワコン 

中古のコンテナを断熱材で内装し、巨大なクーラーボックスに改修する。
内部には氷と水は同時に存在する桶を設置し、氷を一定量に保つ仕組みを作る。
氷は付属の製氷機で作成し、その電力は太陽光発電で賄う。
エネルギー自立型氷室を、地域の食品保管・熟成庫として利用する。
（災害対応の食品保管庫にもなる。）

提案３：オールシーズン型 サン・アイス計画のイメージ図
（温暖化や小～無雪など今後の気候変動にも対応）



20Fイメージと試算 中古市場 50万？

幅52.3×奥行36.6×高さ30.5

SHARP NQ-256AF 256w
1318×990×46
（1.30㎡）

17.0kg

屋根面積≒14.7㎡
屋根面積÷パネル面積
＝14.7÷1.3≒11

仮にパネル10枚搭載すれば
約2.5KWの太陽光発電可能
（2KW×25万＝50万）
電雪1号機6KWパネル使用す
ればこの費用は発生しない 内装断熱材の厚さを25cmと仮定

コンテナ内部容積＝5.44×1.85×1.91≒19㎥
4㎥を氷冷装置  5㎥を通路  10㎥を収納スペース
標準コンテナボックス 0.532×0.366×0.305＝0.0594㎥
収納可能コンテナボックス＝10÷0.0594≒168個

月100円の保管料とすると、100×168×12＝20万/年の収入
初期投資200万は、10年で回収？

製氷機
コントローラー
改修・設置工事
等等・・・100万？

https://standard-project.net/solar/maker/sharp.html


2019年7月設置時の初期計画

計画：20年間総売上850万 投資回収期間15年、20年目で3万円の利益
⇨ 一般的には、FIT20年で何とか採算がとれる計画
⇨ 積雪＋東・南面が山林＋朝霧 などで収益8割前後想定

30
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7年間の発電量と売電料（19.8円/KWｈ）

発電量 (kWh) 売電料 (円)

7年間の稼働実績（50ｔのCO2削減） と 作物状況

畑の作物状況 コメント

2019年 大根700Kg、白菜240Kg、キャベツ270kg、カブ6kg、からし菜10Kg 小沼厚さん耕作

2020年 大根108kg、白菜104kg、キャベツ88kg 小沼厚さん耕作

2021年 －－－－－－ 小沼厚さん腰痛悪化で耕作不可

2022年 大根820kg、カブ29kg、小松菜47kg 応援団有志で耕作

2023年 じゃが芋72kg、ネギ1kg、里芋15kg、枝豆6.9kg、大根96kg ？ 応援団有志で耕作

2024年 じゃが芋36kg、カボチャ32kg、里芋20kg、枝豆2.8kg、さつま芋12kg 応援団有志で耕作

2025年 じゃが芋31kg、玉ねぎ3kg、里芋10.6kg、枝豆2.7kg、大根75kg、他ニラ、ピー
ナッツ、唐辛子、食用菊、ニンニクなど試作

応援団有志で耕作

⇨ FIT継続の要件：耕作の継続 と 周辺一般収穫の8割以上の収穫維持

7年間の発電と売電 の実態
約11.4万KWｈ 227万円
期待値の 76％ であった

（年平均 1.6万KWｈ 32万円）
約50トンのCO2削減に相当

やはり積雪、山林、朝霧などは
発電効率を抑えている。
金山町の平地であれば、これ
よりは、収益は改善する。

加えて、2022年から、再エネの
出力制御が開始され、昨年12
月から原発再稼働で、本年4月
から6月の制御が目立った。

＊2029年には、自己資金で初期費
用は返済し、NPO管理に移行で
きる見通しである。

制御暖冬



太陽光発電で不利な雪国でのソーラーシェアリングの工夫
（食とエネルギーの融合）

事例3 北海道仁木町の垂直ソーラー
（高さで積雪対策）
（雪面からの乱反射も有効利用）

事例1 角度稼働型パネル
（高温障害対策や雪対策）

事例2 帯広畜産大での両面垂直ソーラー
（南北設置で朝夕の太陽光を有効活用）
（高温障害対策や雪対策）



みつばち発電所



2023/2/6 山新 垂直ソーラーは、金山町役場が先進！（2014年25KW自家消費）



2019年 イワナ養殖上水路の水量調査
⇨ 約5KW（120万円／年）の可能性

2020～2021年 下向堰と入有屋堰の水量調査
⇨ 約0.5～1KWの可能性

2021年 神室ダム～柳原橋まで金山本流の視察
⇨ 計算上は、約700KWの可能性

2025年～ 大清水川での水量測定開始（県補助）
⇨ 約40KW（900万円／年）の可能性を求めて
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大清水川（金山町）流量データ ※（対象2025年6月21日－2025年1月16日） 延210日間

大清水川水量調査の約半年の中間報告

期待水量の1/2～1/3
と厳しい結果！



2025年1月 ゼロカーボンを考える会で
庄司製材所訪問・見学

高槻市の先進事例（炭焼きの多目的システム化）



https://www.mirai-biochar.net/

バイオマス利用
の可能性

積極的炭素固定

J－クレジット対象

「炭焼きのシステム化」



団塊世代の「古希の乱？」 当初は、せいぜい80才くらいまでの活動の想定でした。
しかし、いろいろ取り組む中で、金山町の自然を活かす課題や可能性も見えてきました。
何とか、この可能性を後継に使えられないか？ 残りの2年、その模索となります。

2025年6月
中1生徒の総合学習で再エネの話

2025年8～10月
荒屋橋横の排水路を利用した、マイクロ水力発電の実習・実験

金中の部活棟に

「再エネ体験コーナー」

（人力、太陽光、水力、風力、太陽熱）

（おもちゃ、音楽、LED、いろいろ）

2026年4月オープン

第4土曜午後2～4時

誰でも立ち寄り自由



2022年12月4日 学習交流会での三浦秀一教授のスライドから



雪（氷）1トン
の冷熱エネルギー
（発電は不可）

水1000トン落差10ｍ
の位置エネルギー
（発電効率80％）

薪10kg
の燃焼エネルギー

太陽光パネル5KW
10時～14時の
発電エネルギー
（発電効率20％）

私たちの身の回りのエネルギーをお金に換算（1KWｈ＝25円で）

20KWh

500円

42KWh
発電利用では30％
13KWｈ（310円）

熱利用では80％
34KWh（840円）

27KWh

680円

93KWh
（氷を作るのに
要する電力）

2300円

外から買わなくても利用できるエネルギーは

身近にたくさんある！

それを、有効に活用すれば、地域が豊かになり、

脱炭素にも貢献する

20KWh

500円

風速10ｍの風と
径10ｍの風車１時間
で得られるエネルギー
（発電効率40％）
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